
【未就学児用】 

荒川区子ども・子育て支援計画策定に係るニーズ調査 

～調査ご協力のお願い～ 

 
 日頃より荒川区政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 

 荒川区では「荒川区子ども・子育て支援計画」を策定し、子育て支援施策を計画的に推進しており

ます。この度、第２期計画策定のための基礎資料とするため、子育て中の皆様を対象とした「ニーズ

調査」を実施いたします。 

 お忙しいところ設問が多く誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 

●この調査は、区内にお住まいの就学前のお子さんを無作為に2,1００人抽出し、その保護者の皆様

にご協力をお願いするものです。 

●調査票にはお名前を書いていただく必要はありません。 

●ご回答いただいた内容はすべて統計的に処理いたしますので、個人が特定されることはありません。 

●回答は区や国・都の計画の検討にのみ使用させていただきます。それ以外の目的に使用することは

ありません。 

 

  平成30年９月                     荒川区長  西川 太一郎 
 
 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、別紙調査票にご記入の上、同封の返信用封筒に入れ、  
平成30年10月19日（金）までに、ポストに投函してください。（切手は不要です） 
 
 
・特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 
 
・アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 
 
・WEBからも回答可能です。 
 
 
パソコン・スマートフォン等での回答をご希望の方は、以下のサイトに 
アクセスしてご回答ください。 

 https://research.surece.co.jp/1810arakawa1 

スマートフォンからは、右のQRコードにより 

アクセスしていただけます。 

 

 
お問合わせは、下記までお願い致します。 

●調査に関すること：荒川区子育て支援課管理調整係 ニーズ調査担当 

電話：０３－３８０２－３１１１ 内線３８１１（8：30～17：15 土日祝除く） 

●WEB回答に関すること：株式会社サーベイリサーチセンター（委託先） 

電話：０１２０－９６５－８１２（9：00～18：00 土日祝除く） 
 

＜WEB回答のご案内＞ 

【ご回答にあたってのお願い】 

ID、パスワード表示欄

https://research.surece.co.jp/1810arakawa1
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１．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。 
 

問１  お住まいの地区と丁目にそれぞれ○をつけてください。 

 

１．南千住 

５．西尾久 

２．荒川 

６．東日暮里 

３．町屋 

７．西日暮里 

４．東尾久 

 

１．１丁目 

５．５丁目 

２．２丁目 

６．６丁目 

３．３丁目 

７．７丁目 

４．４丁目 

８．８丁目 

 
問２  あて名のお子さんの生まれた年と月を□内に数字でご記入ください。 

平成      年       月 生まれ 

 

問３ あて名のお子さんに小学生以下のきょうだいがいる場合は、続柄、生まれた年と月、保育等の状

況を記入例にならってご記入ください。なお、続柄は調査対象のお子さんからみた関係です。 

続柄 

 

保育等の状況 

１．兄 

２．姉 

３．弟 

４．妹 

１．小学生 

３．幼稚園に通園 

５．認可保育園に通所 

７．家庭福祉員（保育ママ）に預けている 

９．その他（             ） 

２．在宅育児 

４．こども園に通園 

６．認証保育所に預けている 

８．その他の保育施設を利用 

 
 

続柄 生年月 保育等の状況 

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 
 
問４  この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えくださ

い。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（                           ） 

 
問５  この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

  

※記入例 

（例1）調査対象のお子さんに、平成23

年5月生まれの兄がいる場合 

続柄 生年月 保育等の状況 

１ 平成23年5月 1 

（例2）調査対象のお子さんに、平成30

年5月生まれの妹がおり、在宅で育児して

いる場合 

続柄 生年月 保育等の状況 

4 平成30年5月 2 

【未就学児用】 
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問６  あなたとあて名のお子さんも含めた世帯員の人数についてお答えください。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

１．２人 

６．７人 

２．３人 

７．８人 

３．４人 

８．９人 

４．５人 

９．10人以上 

５．６人 

 

 
問７  あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんから 

みた関係であてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．父母ともに 

４．祖父母 

２．母親 

５．その他（ 

３．父親 

          ） 

 
 

２．子どもの育ちをめぐる環境についてお伺いします。 

 

問８  親族や友人・知人などで、あて名のお子さんをみてもらえる人はいますか。あてはまる番号 

すべてに○をつけてください。 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問８で「１．」～「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

問８－１  お子さんをみてもらっている状況について、親族・友人・知人それぞれあてはまる番号 

すべてに○をつけてください。 

 祖父母等の親族 友人・知人 
身体的・精神的な負担や時間的制約を心配する 

ことなく、安心して子どもをみてもらえる １ １ 

身体的・精神的な負担や時間的制約が大きく心配

である ２ ２ 

自分たち親の立場として、負担をかけていること

が心苦しい ３ ３ 

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境で

あるか、少し不安がある ４ ４ 

その他（                ） ５ ５ 

みてもらえる人はいない ６ ６ 
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問９ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．祖父母等の親族 

３．近所の人 

５．ひろば館・ふれあい館・子育て交流 

サロン等 

７．保健所（保健師） 

９．幼稚園（幼稚園教諭） 

11．かかりつけの医師 

13．その他（             ） 

２．友人・知人 

４．子ども家庭支援センター 

６．子育て支援カウンセラー 

 

８．保育園（保育士） 

10．民生委員・児童委員 

12．自治体の子育て関連担当窓口 

14．いない／ない 

 

３．あて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。 

 
あて名のお子さんの母親の就労状況についてお伺いします。 

【父子家庭の方は問11へお進みください】 

問10 現在の母親の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお伺いします。あてはまる番号１つに 

○をつけてください。 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない 

２．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介

護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 
問10で「１．」～「４．」（就労している）を選ばれた方にお伺いします。 

問10－１ 週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。□内に数字でご

記入ください。 

１週当たり       日          １日当たり           時間 

 
  

問11へ 
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同様に、問10で「１．」～「４．」（就労している）を選ばれた方にお伺いします。 

問10－２ 家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は、最も多いパター

ンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答

えください。時間は24時間制で、□内に数字でご記入ください。（例 家を出る時刻 08

時、帰宅時刻 19時） 

     ※自営業の場合は仕事の開始・終了時間をご記入ください。 

家を出る時刻             時    帰宅時刻             時 

 
あて名のお子さんの父親の就労状況についてお伺いします。 

【母子家庭の方は問12へお進みください】 
 
問11 現在の父親の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお伺いします。あてはまる番号１つに 

○をつけてください。 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、育休・介護休業中

ではない 

２．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育休・介護休業

中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業

中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、育休・介護休

業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 
問11で「１．」～「４．」（就労している）を選ばれた方にお伺いします。 

問11－１ 週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。□内に数字でご

記入ください。 

１週当たり       日          １日当たり           時間 

 
同様に、問11で「１．」～「４．」（就労している）を選ばれた方にお伺いします。 

問11－２ 家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は、最も多いパター

ンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答

えください。時間は24時間制で、□内に数字でご記入ください。（例 家を出る時刻 08

時、帰宅時刻 19時） 

     ※自営業の場合は仕事の開始・終了時間をご記入ください。 

家を出る時刻             時    帰宅時刻             時 

 
  

問12へ 
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問12は、問10・11で「３．」または「４．」（パート・アルバイト等で就労している）

を選ばれた方にお伺いします。該当しない方は問13へお進みください。 

 
問12 フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号それぞれ１つに○をつけてください。 

 母親 父親 
フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）への

転換希望があり、実現できる見込みがある 
１ １ 

フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）への

転換希望はあるが、実現できる見込みはない 
２ ２ 

パート・アルバイト等を続けるが、就労時間は増やしたい ３ ３ 

パート・アルバイト等を現在の就労時間で続けたい ４ ４ 

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい ５ ５ 

該当しない ６ ６ 

 
問13 就労希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には 

数字をご記入ください。 

（１）母親について 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1年より先、一番下の子どもが           歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

（フルタイム＜週５日程度・１日８時間程度の就労＞） 

４．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

（パートタイム、アルバイト等） 

        １週当たり       日、１日当たり           時間 

 
（１）で「３．」または「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

（１）－１ 就労希望がありながら、現在働いていない理由について、最も近い答えの番号１つに 

○をつけてください。 

１．定期的に子どもを預けられる保育事業が利用できない、または利用しにくいから 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がないから 

３．自分の知識、能力にあう仕事がないから 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていないから 

５．その他（                               ） 

 
  

問13は、問10・11で「５．」または「６．」（現在就労していない）を選ばれた方に 

お伺いします。該当しない方は問14へお進みください。 
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（２）父親について 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1年より先、一番下の子どもが           歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

（フルタイム＜週５日程度・１日８時間程度の就労＞） 

４．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

（パートタイム、アルバイト等） 

        １週当たり       日、１日当たり           時間 

 
（２）で「３．」または「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

（２）－１ 就労希望がありながら、現在働いていない理由について、最も近い答えの番号１つに 

○をつけてください。 

１．定期的に子どもを預けられる保育事業が利用できない、または利用しにくいから 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がないから 

３．自分の知識、能力にあう仕事がないから 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていないから 

５．その他（                               ） 

あて名のお子さんの母親の出産前後の就労状況についてお伺いします。 

【父子家庭の方は問15へお進みください】 

問14 封筒のあて名のお子さんの出産前後（前後それぞれ１年以内）に離職をしましたか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．離職した 

２．継続して働いていた（転職も含む） 

３．出産１年前にすでに働いていなかった 

 
問14-1は、問14で「1」を選ばれた方にお伺いします。それ以外の方は、問15にお進みください。 

問14－１ 仕事と家庭の両立を支援する保育事業や環境が整っていたら、就労を継続しましたか。

次の中から、あなたのお考えにもっとも近い答えの番号１つに○をつけてください。 

１．保育事業が確実に利用できる見込みがあれば、継続して就労していた 

２．職場において育児休業制度等の仕事と家庭の両立支援制度が整い、働き続けやすい環境が 

整っていれば、継続して就労していた 

３．保育事業と職場の両立支援環境がどちらも整っていれば、継続して就労していた 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていれば、継続して就労して

いた 

５．妊娠、出産を機にやめるつもりでいた 

６．いずれにしてもやめていた 

７．その他（                                 ） 

 
  

問14 １へ 

問15へ 
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４．あて名のお子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況につい

てお伺いします。 

 
問15 あて名のお子さんは、平日どのような教育・保育事業を利用していますか。年間を通じて定期

的に利用している事業すべてに○をつけ、１週当たり何日、１日当たり何時間（何時から何時ま

で）利用しているかを、24時間制で、枠内に数字でご記入ください。 

【日中の定期的保育】 

現在利用して

いるサービス

（利用している

ものに○） 

利用しているサービスの 

利用日数・時間 

①幼稚園（通常の就園時間）  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

②幼稚園（通常の就園時間後、 

預かり保育も利用） 
 

１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

③こども園の短・中時間保育  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

④こども園の長時間保育  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑤認可保育園  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑥認可保育園（延長保育）  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑦小規模保育事業  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑧認証保育所  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑨保育ママ（家庭福祉員）  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑩事業所内保育施設  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑪認可外保育施設  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑫ベビーシッター・家政婦  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑬ファミリー・サポート・センター  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑭その他（          ）  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 
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問15－１ 利用されている理由についてお伺いします。理由としてあてはまる番号すべてに○を 

つけてください。 

【お子さんの世話をする方の状況による理由】  

１．経済的な理由で就労が必要 

３．育児休業が取れない、または、取りにくい 

５．家族・親族などを介護しなければならない 

７．学生である、または、就学したい 

９．子育てに専念したい 

【子育て環境などによる理由】 

10．集団で行う教育・保育が、子どもの成長に

とって望ましい 

12．まわりに子どもの世話をしてくれる人がい

ない 

【その他の理由】 

13．その他（             ） 

２．生きがいとして就労し続けたい 

４．求職中である 

６．病気や障がいがある 

８．子育ての不安や負担を軽減したい 

 

 

11．個別で行う教育・保育が、子どもの成長

にとって望ましい 

 
 
問15の教育・保育事業を１つも利用していない方にお伺いします。 

問15－２  教育・保育事業を利用していないのはなぜですか。理由としてあてはまる番号すべてに

○をつけてください。 

１．（子どもの母親か父親が就労していないなどの理由で）利用する必要がない 

２．子どもは親元で育てるものだと思っている 

３．子どもの祖父母等にみてもらっている 

４．近所の人や父母の友人・知人にみてもらっている 

５．利用したいが、定員に空きがない 

６．利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない 

７．利用したいが、近くに保育所等がない 

８．利用したいが、延長・夜間等の場所や時間帯の条件が合わない 

９．利用したいが、サービスの質や場所など、納得できる事業がない 

10．子どもがまだ小さいため、        歳くらいになったら預けようと考えている 

11．その他（                                   ） 
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問16 あて名のお子さんの平日の教育・保育事業として、現在利用している、いないに関わらず、今

後定期的に利用したい事業すべてに○をつけてください。なお、事業の利用にあたっては、一定

の利用料がかかります。 

 また、１週あたり何日、１日あたり何時間（何時から何時まで）利用したいかを、24時間制で、

枠内に数字でご記入ください（延長保育などの時間も含めます）。 

【日中の定期的保育】 

今後定期的に 

利用したい 

事業に○ 

利用したい日数・時間 

①幼稚園（通常の就園時間）  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

②幼稚園（通常の就園時間後、

預かり保育も利用） 
 

１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

③こども園  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

④認可保育園  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑤小規模保育事業  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑥認証保育所  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑦保育ママ（家庭福祉員）  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑧事業所内保育施設  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑨認可外保育施設  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑩ベビーシッター・家政婦  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑪ファミリー・サポート・ 

センター 
 

１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑫産後支援ボランティア  
１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

⑬その他 

（          ） 
 

１週当たり   日 

１日当たり   時間（   時～   時） 

 
問16－１は、問16で①または②の幼稚園に○をつけ、かつ③～⑬の事業にも○をつけた方にお伺い

します。 

 
問16－１ 問16で○をつけた中で、特に幼稚園の利用を強く希望しますか。 

１．希望する            ２．希望しない 
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問16－２～問16－４は、問16で①、②の幼稚園を「利用したい」を選ばれた方にお伺いします。 

該当しない方は問16－５へお進みください。 

 
問16－2 幼稚園を利用したい主な理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．集団生活を経験させたい 

３．幼児教育の専門家の教育を受けさせたい 

５．幼稚園の教育理念に賛同する 

７．自分の時間がほしい 

９．子どもに負担の少ない預かり時間だから 

11．パート就労を始めたい 

２．小学校へ入学する前に教育を受けさせたい 

４．教育を受けるのに適齢の年齢と考える 

６．保護者が幼稚園に入園していた 

８．保育園の入所条件を満たしていないから 

10．障がい児教育が充実している 

12．その他（             ） 

 

問16－３ あて名のお子さんを何歳から幼稚園に入園させたい、またはさせていますか。 

１．満３歳        ２．３歳        ３．４歳以上 

 

問16－４ あて名のお子さんを希望する年齢から幼稚園に入園させたい理由はなんですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．集団生活を受けさせたい 

３．早い方が入園しやすい 

５．その他（             ） 

２．それまでは、できるだけ在宅で育てたい 

４．自分（保護者）がその年齢から入園した 

 

 

問16－５～問16－９は、問16で③～⑨の保育施設を「利用したい」を選ばれた方にお伺いします。

該当しない方は問17へお進みください。 

 
問16－５ 保育施設を利用したい主な理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．経済的な理由で就労が必要 

３．育児休業が取れない、または、取りにくい 

５．家族・親族などを介護している 

７．学生である、または、進学したい 

９．集団生活を経験させたい 

11．幼稚園では保育時間が合わない 

13．その他（ 

２．生きがいとして就労し続けたい 

４．就労予定がある／求職中である 

６．病気や障がいがある 

８．子育ての不安や負担を軽減したい 

10．保育専門の保育士の保育を受けさせたい 

12．保育料が安い 

         ） 

 

問16－６ あて名のお子さんを何歳から保育施設に入園させたい、またはさせていますか。 

１．０歳 ２．１歳 ３．２歳 ４．３歳 ５．４歳 

 

問16－７ あて名のお子さんを希望する年齢から保育施設に入園させたい理由はなんですか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．早い方が入園しやすい 

３．育児休暇が終了となる 

５．保育専門の保育士の保育を受けさせたい 

７．育休明けから預けられる 

２．働きたい 

４．それまでは、できるだけ在宅で育てたい 

６．集団生活に適した年齢になった 

８．その他（              ） 

 
  



11 

問16－８ あて名のお子さんの年齢に合わせて、保育園の利用から幼稚園の利用に変更を希望しま

すか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 また、幼稚園の利用に変更を希望する場合、何歳から幼稚園を利用しますか。（年齢に○） 

１．希望する（ 満３歳  ３歳  ４歳 ）      ２．希望しない 

 
問16－８で「１．希望する」を選ばれた方にお伺いします。 

問16－８－１ 幼稚園の利用に変更する際に、大事なことは何ですか。あてはまる番号すべてに

○をつけてください。 

１．長時間預かりを実施している 

３．幼児教育が受けられる 

５．幼稚園の教育理念に賛同できる 

７．土曜日の預かりをしている 

２．夏休みや冬休み期間も預かりをしている 

４．小学校へ入学する前に教育を受けられる 

６．教育を受けるのに適齢の年齢になっている 

８．その他（              ） 

 

問16－９ どのような環境があれば保育所を利用しなくてもよいと考えますか。あてはまる番号す

べてに○をつけてください。 

１．幼稚園での預かり時間が延長されれば 

３．収入が増加したら 

５．一時預かりが使いやすくなれば 

７．育児休業利用後の復帰サポートが充実 

していれば 

９．育児休業を２年間使えれば 

11．自宅近くにコワーキングスペースなどが 

整備されれば 

13．どのような場合でも保育所を利用したい 

２．働く必要がなくなれば 

４．在宅勤務など、勤務が柔軟になれば 

６．親や親戚との同居、近居が実現できれば 

８．ベビーシッターや保育ママなどの保育 

サービス利用時の不安が解消されれば 

10．残業が減らせれば 

12．起業サポートがあれば 

 

14．その他（             ） 

 
 

５．あて名のお子さんの土曜・休日や長期休暇中の定期的な教育・保育 

事業の利用希望についてお伺いします。 

 
問17 あて名のお子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育事業の利用希望が

ありますか（一時的な利用は除きます）。利用したい時間も、あわせてお答えください。 

※教育・保育事業とは、幼稚園、保育園、認可外保育施設などの事業を指し、親族・知人による

預かりは含みません。 

（１）土曜日 

１．利用希望はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 

利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

（      時 ～      時） 

 
（２）日曜・祝日 

１．利用する必要はない 

２．ほぼ毎週利用したい 

３．月に１～２回は利用したい 

利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

（      時 ～      時） 
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問18は「幼稚園」を利用されている方にお伺いします。 

 
問18 あて名のお子さんについて、夏休み・冬休み等長期の休暇期間中の幼稚園の利用希望がありま

すか。利用したい時間も、あわせてお答えください。なお、これらの事業の利用には、一定の利

用料がかかります。 

１．利用希望はない 

２．休みの期間中、ほぼ毎日利用したい 

３．休みの期間中、週に数日利用したい 

利用したい時間帯（24時間制でご記入ください） 

（      時 ～      時） 

 

問18で「３．休みの期間中、週に数日利用したい」を選ばれた方にお伺いします。 

問18－１ 毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。次の中からあてはまる番号すべてに

○をつけてください。 

１．週に数回仕事が入るため 

３．親族の介護や手伝いが必要なため 

５．その他（ 

２．平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため 

４．息抜きのため 

          ） 

 
 

６．あて名のお子さんの地域の子育て支援事業の利用状況についてお伺いします。 
 
問19 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるもの、今後利用したいと思う

ものをお答えください。それぞれの事業ごとのＡ～Ｃについて、「はい」「いいえ」のいずれかに

○をつけてください。 

 

 

 

Ａ 

知っている 

 

Ｂ 

これまでに利用 

したことがある 

Ｃ 

今後利用したい 

 

はい いいえ はい いいえ はい いいえ 

回答例 １ ２ １ ２ １ ２ 

 ① 母親学級・両親学級 １ ２ １ ２ １ ２ 

 ② 産後ケア １ ２ １ ２ １ ２ 

 ③ 子育てハッピー講座 １ ２ １ ２ １ ２ 

 ④ 保健所の保健師等による相談 １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑤ 家庭教育学級（乳幼児コース） １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑥ 教育センター（教育相談室等） １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑦ 子育て支援カウンセラー巡回相談 １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑧ 子育て交流サロン １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑨ 親子ふれあいひろば １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑩ ベビーステーション（赤ちゃん・ふらっと） １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑪ あらかわキッズコール24 １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑫ あらかわ子育て応援ブック １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑬ あらかわ子育て応援サイト １ ２ １ ２ １ ２ 

 ⑭ あらかわきっずニュース １ ２ １ ２ １ ２ 
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問19の ⑧子育て交流サロンの B これまで利用したことがある で「１．はい」を選ばれた方に 

お伺いします。 

問19－１ 子育て交流サロンのおおよその利用回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。 

子育て交流サロン（子ども家庭支援センター、保育園、おもちゃ図書館、みんなの実家ほか 内） 

１週当たり           回 もしくは １カ月当たり           回程度 

 
問19の ⑧子育て交流サロンの C 今後利用したい で「１．はい」を選ばれた方にお伺いします。 

問19－２ 子育て交流サロンを利用したい回数（頻度）を□内に数字でご記入ください。 

子育て交流サロン（子ども家庭支援センター、保育園、おもちゃ図書館、みんなの実家ほか 内） 

１週当たり           回 もしくは １カ月当たり           回程度 

 
 

平日の定期的な教育・保育の事業を利用しているとお答えになった方 

（問15で利用しているサービスに○をつけた方）にお伺いします。 

 

７．あて名のお子さんの病気の際の対応についてお伺いします。 

 
問20  この１年間に、あて名のお子さんが病気やケガで、普段利用している教育・保育事業が利用で

きなかったことはありますか。 

１．あった ⇒ 問20－１へ ２．なかった ⇒ 問21へ 

 
問20で「１．あった」を選ばれた方にお伺いします。 

問20－１  その際、「病児・病後児保育を利用したい」と思われましたか。あてはまる番号１つに○

をつけ、□内に１年間のうち利用したい日数を数字でご記入ください。 

※なお、病児・病後児保育の利用には、一定の利用料がかかり、利用前にかかりつけ医の

受診が必要となります。 

１．病児・病後児保育を利用したい ⇒ 年             日 

２．利用したいとは思わない  ⇒ 問20－２へ 

 
 
 
  



14 

問20－１で「２．利用したいとは思わない」を選ばれた方にお伺いします。 

問20－２  そう思われる理由についてあてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．病児・病後児を他人にみてもらうのは不安 

２．病児・病後児保育の質に不安がある 

３．病児・病後児保育の利便性（立地や利用可能時間日数等）が良くない 

４．利用料がかかる・高い 

５．利用方法や利用料がわからない 

６．親が仕事を休んで対応する 

７．その他（                                   ） 

 
 

８．あて名のお子さんの不定期の保育・教育事業や宿泊を伴う一時預かり

等の利用についてお伺いします。 
 
問21 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、保護者の通院、

不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。あてはまる答えの番号すべて

に○をつけ、１年間のおおよその利用日数を枠内に数字でご記入ください。 

１．保育園・こども園等の一時保育 日 

２．幼稚園の預かり保育 日 

３．子育て交流サロン及びゆいの森あらかわの一時預かり 日 

４．ファミリー・サポート・センター 日 

５．緊急一時保育 日 

６．病後児保育 日 

７．ショートステイ 日 

８．年末保育 日 

９．ベビーシッター 日 

10．産後支援ボランティア 日 

11．その他（                      ） 日 

12．利用していない ⇒ 問21－１へ  
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問21で「12．利用していない」を選ばれた方にお伺いします。 

問21－１  現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．利用する必要がない 

２．近くで利用したい事業が実施されていない 

３．事業の質に不安がある 

４．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

５．事業の利便性（立地や利用可能時間、日数など）がよくない 

６．利用料がかかる・高い 

７．利用料がわからない 

８．利用できるサービスを知らなかった 

９．自分が事業の対象者になるのかどうか、わからない 

10．日常接していない人に預けるのが不安 

11．その他（                              ） 

 
問22 あて名のお子さんについて、私用や親の通院、就労（残業、休日出勤など）のため、不定期の

一時預かり事業を年間で何日くらい利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について

あてはまる番号に○をつけ、必要なおおよその日数を□内に数字でご記入ください（半日程度に

ついても１日としてカウントしてください）。 

 なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい 

 
計             日 

 
ア．私用（買物、子どもや親の習い事等）、リフレッ

シュ 
日 

 

イ．冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院 日 

 

ウ．不定期の就労（残業、休日出勤等も含む） 日 

 

エ．その他（                     ） 日 

２．利用する必要はない 

 
  



16 

問23  この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さ

んを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つから

なかった場合も含みます）。あった場合は、対応方法としてあてはまる番号すべてに○をつけ、そ

れぞれの日数も枠内に数字でご記入ください。 

１．あった ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 泊 

 
イ．ショートステイを利用した（一時的に施設等で子どもを短期 

養育する事業） 
泊 

 ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を

利用した 
泊 

 エ．子どもを同行させた 泊 

 オ．子どもだけで留守番をさせた  泊 

 カ．その他（                               ） 泊 

２．なかった ⇒問24へ 

 
問23で「１．あった  ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」を選ばれた方にお伺いします。 

問23－１ その場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．非常に困難 ２．どちらかというと困難 ３．特に困難ではない 

 

 

９．あて名のお子さんが５歳以上である方に、 
小学校就学後の放課後の過ごし方についてお伺いします。 
お子さんが５歳未満の方は問25へお進みください。 

 
問24 あなたのお子さんについて、小学生になったら、放課後の時間をどのような場所で過ごさせた

いですか。あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ週当たりの利用日数を枠内に数字でご記

入ください。 

１．自宅 週      日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週      日くらい 

３．習い事、学習塾 週      日くらい 

４．ひろば館・ふれあい館 週      日くらい 

５．図書館 週      日くらい 

６．公園・児童遊園 週      日くらい 

７．学童クラブ 週      日くらい 

８．にこにこすくーる  週      日くらい 

９．ファミリー・サポート・センター 週      日くらい 

10．その他（                    ） 週      日くらい 
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10．すべての方に、育児休業など職場の両立支援制度の利用についてお伺いします。 
 
問25  あて名のお子さんについて、父母のいずれかもしくは双方が育児休業制度を利用しましたか。

あてはまる番号１つに○をつけてください。また、「３．」を選ばれた方は利用しなかった理由に

ついてもあわせてご記入ください。 

母親（いずれかに○） 父親（いずれかに○） 

１．働いていなかった 

２．利用した（利用中） 

３．利用していない 

    ⇒ 

１．働いていなかった 

２．利用した（利用中） 

３．利用していない 

      ⇒ 

 
１．職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった 

２．仕事が忙しかった 

３．（産休後に）仕事に早く復帰したかった 

４．休み前の仕事に戻るのが難しそうだった 

５．昇給・昇格などが遅れそうだった 

６．収入減となり、経済的に苦しくなる 

７．保育園などに預けることができた 

８．配偶者が育児休業制度を利用した 

９．配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、制度を利用する必要がなかった 

10．子育てや家事に専念するため退職した 

11．職場に育児休業の制度がなかった 

12．有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった 

13．育児休業を取得できることを知らなかった 

14．産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得できることを知らず、退職した 

15．その他（                                        ） 

 

問26 子どもが原則１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満たす場合は１

歳６カ月）になるまで育児休業給付が支給される仕組み」や「子どもが満３歳になるまでの育児

休業等（法定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる措置）期間につい

て健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組み」があることをご存じでしたか。 

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．育児休業給付、保険料免除のいずれも知っていた 

２．育児休業給付のみ知っていた 

３．保険料免除のみ知っていた 

４．育児休業給付、保険料免除のいずれも知らなかった 

 

  

利用しなかった理由（下から番号を 
選んでご記入ください）（いくつでも） 

利用しなかった理由（下から番号を 
選んでご記入ください）（いくつでも） 
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父母のどちらか又は両方が育児休業取得されていた方にお伺いします。 

問27 育児休業後、職場に復帰しましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

母親 父親 

１．育児休業後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である ⇒問27－５へ 

３．育児休業中に退職した  ⇒問28へ 

１．育児休業後、職場に復帰した 

２．現在も育児休業中である ⇒問27－５へ 

３．育児休業中に退職した  ⇒問28へ 

 
問27－１～問27－４は問27で「１．育児休業後、職場に復帰した」を選ばれた方にお伺いします。 

問27－１ 育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでした

か。あるいはそれ以外でしたか。あてはまる答えの番号１つに○をつけてください。 

※ 年度初めでの認可保育所等への入所を希望して、育児休業を切り上げて１月～２月頃復

帰し、一時的に認可外保育所に入所した場合なども「１」にあてはまります。また、年度

初めでの入所を希望して復帰したが、実際には希望する保育所に入所できなかったという

場合も「１」を選択してください。 

母親 父親 
１．年度初めの入園に合わせたタイミング

だった 

２．それ以外だった 

１．年度初めの入園に合わせたタイミング

だった 

２．それ以外だった 

 
問27－２ 育児休業の利用期間についてお聞きします。 

（１）お子さんが何歳何カ月の時に職場復帰しましたか。 

（２）お勤め先の育児休業の制度の期間内で、希望としては何歳何カ月の時まで育児休業を利用

したかったですか。 

（３）お勤め先に育児休業を３歳まで利用できる制度があった場合、希望としては何歳何カ月の

時まで育児休業を利用したかったですか。 

 母親・父親それぞれについて、枠内に数字でご記入ください。 

 母親 父親 

（１）実際に職場復帰したタイミング 歳   カ月 歳   カ月 

（２）希望していた利用期間 歳   カ月 歳   カ月 

（３）３歳まで利用できた場合の利用期間 歳   カ月 歳   カ月 

 
問27－３は、問27－２で実際の職場復帰と希望が異なった方にお伺いします。 

問27－３ 希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。あてはまる答えの番号すべてに○を

つけてください。 

（１）「希望」より早く復帰した方 

母親 父親 
１．希望する保育所に入るため 

２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要が 

あった 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせる 

ため 

５．その他（                  ） 

１．希望する保育所に入るため 

２．配偶者や家族の希望があったため 

３．経済的な理由で早く復帰する必要が 

あった 

４．人事異動や業務の節目の時期に合わせる 

ため 

５．その他（                  ） 
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（２）「希望」より遅く復帰した方 

母親 父親 
１．希望する保育所に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしく 

なかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかった 

ため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（               ） 

１．希望する保育所に入れなかったため 

２．自分や子どもなどの体調が思わしく 

なかったため 

３．配偶者や家族の希望があったため 

４．職場の受け入れ態勢が整っていなかった 

ため 

５．子どもをみてくれる人がいなかったため 

６．その他（               ） 

 
問27－４ 育児休業明けに、希望する保育事業をすぐ利用できましたか。あてはまる番号１つに 

○をつけてください。 

１．育児休業期間を調整せずにできた 

 

２．育児休業期間を調整したのでできた 

    問27－４－１へ 

３．できなかった ⇒問27－４－２へ ４．育休期間について、特に希望は無かった 

 
問27－４で「２．育児休業期間を調整したのでできた」を選ばれた方にお伺いします。 

問27－４－１ 育児休業明けに希望する保育事業が確実に利用できたとしたら、育児休業は実際に

取得した期間とどのように変わりましたか。あてはまる番号１つに○をつけ、□内に

数字でご記入ください。 

１．短くして    歳       カ月まで取得 

２．長くして    歳       カ月まで取得 

 
問27－４で「３．できなかった」を選ばれた方にお伺いします。 

問27－４－２ どのように対応されましたか。あてはまる答えの番号すべてに○をつけてください。 

１．希望とは違う認可保育園を利用した 

３．保育ママを利用した 

５．認可外保育施設を利用した 

７．家族等にみてもらうことで対応した 

９．その他（            

２．認証保育所を利用した 

４．事業所内の保育事業を利用した 

６．１～５以外の保育事業を利用した 

８．仕事を辞めた 

      ） 

 
問27で「２．現在も育児休業中である」を選ばれた方にお伺いします。 

問27－５ あて名のお子さんが１歳もしくは２歳になったときに必ず利用できる事業があれば、１

歳もしくは２歳になるまで育児休業制度を利用しますか。または、預けられる事業があっ

ても１歳もしくは２歳になる前に復帰しますか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

母親 父親 

１．１歳もしくは２歳になるまで 

育児休業制度を利用したい 

２．１歳もしくは２歳になる前に復帰したい 

１．１歳もしくは２歳になるまで 

育児休業制度を利用したい 

２．１歳もしくは２歳になる前に復帰したい 
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11．すべての方に、生活実態についてお伺いします。 
 
問28 あて名のお子さんと生計を共にしている世帯全員の方の、おおよその年間収入（税込）はいく

らですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

※収入には、勤労収入（パート、アルバイトを含む）、事業収入（自営業等）、農業収入、 

不動産収入、利子・配当金、個人年金、仕送りや元配偶者からの養育費、公的年金や児童手当

等の社会保障給付金を含みます。 

※複数の収入源がある場合（父親が勤労収入、母親に事業収入など）は、おおよその 

合算値（合計額）を教えてください。 

１．収入はない（０円） 

４．100～200万円未満 

７．400～500万円未満 

10．700～800万円未満 

13．わからない 

２．１～50万円未満 

５．200～300万円未満 

８．500～600万円未満 

11．800～900万円未満 

 

３．50～100万円未満 

６．300～400万円未満 

９．600～700万円未満 

12．900万円以上 

 

 

問29 光熱水費、家賃の滞納の経験 

（１）過去１年の間に、経済的な理由で、以下の①～⑤のサービス・料金について、支払えないことが

ありましたか。それぞれ、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 あった なかった 
該当しない 

（払う必要がない） 

① 電話料金 １ ２ ３ 

② 電気・ガス・水道料金 １ ２ ３ 

③ 家賃 １ ２ ３ 

④ 住宅ローン １ ２ ３ 

⑤ その他の債務 １ ２ ３ 

 
（２）あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えないこ

とがありましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．よくあった   ２．ときどきあった   ３．まれにあった   ４．まったくなかった 

 
（３）あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣類が買えないこ

とがありましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．よくあった   ２．ときどきあった   ３．まれにあった   ４．まったくなかった 
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問30 経済的な理由で習い事や塾に通えなかったり、本やおもちゃが買えなかったりした経験 

（１）あなたのご家庭では、あて名のお子さんに次のことをしていますか。①～⑦について、それぞれ、

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

している 

していない 

方針でしない・ 

年齢的に必要ない 

経済的に 

できない 

① 毎月お小遣いを渡す １ ２ ３ 

② 毎年新しい洋服・靴を買う １ ２ ３ 

③ 習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる １ ２ ３ 

④ 学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう） １ ２ ３ 

⑤ お誕生日のお祝いをする １ ２ ３ 

⑥ １年に１回くらい家族旅行に行く １ ２ ３ 

⑦ クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる １ ２ ３ 

 

（２）次のもののうち、経済的理由のためにあなたの世帯にないものはありますか。 

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．子どもの年齢に合った本 

３．子ども用のスポーツ用品・おもちゃ 

５．炊飯器 

７．暖房機器 

２．子どもが自宅で宿題をすることができる場所 

４．洗濯機 

６．掃除機 

８．冷房機器 

 
問31 過去１年間の外出（遊園地等）の経験 

 過去１年間において、あなたのご家庭では、あて名のお子さんと次のような体験をしましたか。 

それぞれ、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

ある 

な  い 

金銭的な 

理由で 

時間の 

制約で 

その他の 

理由で 

① 海水浴に行く １ ２ ３ ４ 

② 博物館・科学館・美術館などに行く １ ２ ３ ４ 

③ キャンプやバーベキューに行く １ ２ ３ ４ 

④ スポーツ観戦や劇場に行く １ ２ ３ ４ 

⑤ 遊園地やテーマパークに行く １ ２ ３ ４ 
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問32 住まいの状況 

（１）現在お住まいの住居の形態は、次のどれが最もよくあてはまりますか。あてはまる番号１つに 

○をつけてください。 

１．持ち家（戸建） 

３．都営または区営の賃貸住宅 

５．民間の賃貸住宅（戸建） 

７．間借り・その他 

２．持ち家（集合住宅） 

４．都市再生機構（UR）・公社などの賃貸住宅 

６．民間の賃貸住宅（集合住宅） 

 

（２）間取りとおおよその広さをご回答下さい。それぞれ、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

【間取り】 

１．ワンルーム 

４．３DK・３LDK 

【広さ】 

１．20㎡以下 

４．41～50㎡ 

７．71～80㎡ 

 

２．１DK・１LDK 

５．４DK・４LDK以上 

 

２．21～30㎡ 

５．51～60㎡ 

８．81㎡以上 

 

３．２DK・２LDK 

 

 

３．31～40㎡ 

６．61～70㎡ 

 
 

12．子育て全般についてお伺いします。 

 
問33  荒川区における子育ての環境や支援への満足度について、あてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

満足度が低い  満足度が高い 

    １   ２   ３   ４   ５ 

 
問34 最後に、教育保育環境の充実など、子育ての環境や支援に関してご意見・ご要望がございまし

たら、ご自由にお書きください。 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

同封した返信用封筒に入れ、切手を貼らずにご投函ください。 



【就学児用】 

荒川区子ども・子育て支援計画策定に係るニーズ調査 

～調査ご協力のお願い～ 

 
 日頃より荒川区政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

 

 荒川区では「荒川区子ども・子育て支援計画」を策定し、子育て支援施策を計画的に推進しており

ます。この度、第２期計画策定のための基礎資料とするため、子育て中の皆様を対象とした「ニーズ

調査」を実施いたします。 

 お忙しいところ設問が多く誠に恐縮ですが、調査の趣旨をご理解いただき、ご協力くださいますよ

うお願い申し上げます。 

 

●この調査は、区内にお住まいの小学校１年生～６年生のお子さんを無作為に１，９００人抽出し、

その保護者の皆様にご協力をお願いするものです。 

●調査票にはお名前を書いていただく必要はありません。 

●ご回答いただいた内容はすべて統計的に処理いたしますので、個人が特定されることはありません。 

●回答は区や国・都の計画の検討にのみ使用させていただきます。それ以外の目的に使用することは

ありません。 

 

  平成30年９月                     荒川区長  西川 太一郎 
 
 

お忙しいところ誠に恐縮ですが、別紙調査票にご記入の上、同封の返信用封筒に入れ、  
平成30年10月19日（金）までに、ポストに投函してください。（切手は不要です） 
 
 
・特にことわりのある場合以外は、封筒のあて名のお子さんについてご記入ください。 
 
・アンケートには、お子さんの保護者の方がご記入ください。 
 
・WEBからも回答可能です。 
 
 
パソコン・スマートフォン等での回答をご希望の方は、以下のサイトに 
アクセスしてご回答ください。 

 https://research.surece.co.jp/1810arakawa2 

スマートフォンからは、右のQRコードにより 

アクセスしていただけます。 

 

 
お問合わせは、下記までお願い致します。 

●調査に関すること：荒川区子育て支援課管理調整係 ニーズ調査担当 

電話：０３－３８０２－３１１１ 内線３８１１（8：30～17：15 土日祝除く） 

●WEB回答に関すること：株式会社サーベイリサーチセンター（委託先） 

電話：０１２０－９６５－８１２（9：00～18：00 土日祝除く） 
 

＜WEB回答のご案内＞ 

【ご回答にあたってのお願い】 

ID、パスワード表示欄

https://research.surece.co.jp/1810arakawa2
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１．封筒のあて名のお子さんとご家族の状況についてお伺いします。 
 

問１  お住まいの地区と丁目にそれぞれ○をつけてください。 

 

１．南千住 

５．西尾久 

２．荒川 

６．東日暮里 

３．町屋 

７．西日暮里 

４．東尾久 

 

１．１丁目 

５．５丁目 

２．２丁目 

６．６丁目 

３．３丁目 

７．７丁目 

４．４丁目 

８．８丁目 

 
問２  あて名のお子さんの生まれた年と月を□内に数字でご記入ください。 

平成      年       月 生まれ 

 

問３ あて名のお子さんに小学生以下のきょうだいがいる場合は、続柄、生まれた年と月、保育等の状

況を記入例にならってご記入ください。なお、続柄は調査対象のお子さんからみた関係です。 

続柄 

 

保育等の状況 

１．兄 

２．姉 

３．弟 

４．妹 

１．小学生 

３．幼稚園に通園 

５．認可保育園に通所 

７．家庭福祉員（保育ママ）に預けている 

９．その他（             ） 

２．在宅育児 

４．こども園に通園 

６．認証保育所に預けている 

８．その他の保育施設を利用 

 
 

続柄 生年月 保育等の状況 

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 平成〔  〕年 〔  〕月  

 
問４  この調査票にご回答いただく方はどなたですか。あて名のお子さんからみた関係でお答えくださ

い。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．母親 ２．父親 ３．その他（                           ） 

 
問５  この調査票にご回答いただいている方の配偶関係についてお答えください。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

１．配偶者がいる ２．配偶者はいない 

  

※記入例 

（例1）調査対象のお子さんに、平成19

年5月生まれの兄がいる場合 

続柄 生年月 保育等の状況 

１ 平成19年5月 1 

（例2）調査対象のお子さんに、平成25

年5月生まれの妹がおり、幼稚園に通園し

ている場合 

続柄 生年月 保育等の状況 

4 平成25年5月 ３ 

【就学児用】 
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問６  あなたとあて名のお子さんも含めた世帯員の人数についてお答えください。あてはまる番号１つ

に○をつけてください。 

１．２人 

６．７人 

２．３人 

７．８人 

３．４人 

８．９人 

４．５人 

９．10人以上 

５．６人 

 

 
問７  あて名のお子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんから 

みた関係であてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．父母ともに 

４．祖父母 

２．母親 

５．その他（ 

３．父親 

          ） 

 
 

２．子どもの育ちをめぐる環境についてお伺いします。 

 
問８  親族や友人・知人などで、あて名のお子さんをみてもらえる人はいますか。あてはまる番号 

すべてに○をつけてください。 

１．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる 

２．緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる 

３．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

４．緊急時もしくは用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる 

５．いずれもいない 

 

問８で「１．」～「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

問８－１  お子さんをみてもらっている状況について、親族・友人・知人それぞれあてはまる番号 

すべてに○をつけてください。 

 祖父母等の親族 友人・知人 
身体的・精神的な負担や時間的制約を心配する 

ことなく、安心して子どもをみてもらえる １ １ 

身体的・精神的な負担や時間的制約が大きく心配

である ２ ２ 

自分たち親の立場として、負担をかけていること

が心苦しい ３ ３ 

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境で

あるか、少し不安がある ４ ４ 

その他（                ） ５ ５ 

みてもらえる人はいない ６ ６ 
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問９ あて名のお子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる先は、誰（どこ）ですか。

あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．祖父母等の親族 

３．近所の人 

５．ひろば館・ふれあい館等 

７．保健所（保健師） 

９．幼稚園（幼稚園教諭） 

11．かかりつけの医師 

13．その他（             ） 

２．友人・知人 

４．子ども家庭支援センター 

６．子育て支援カウンセラー 

８．保育園（保育士） 

10．民生委員・児童委員 

12．自治体の子育て関連担当窓口 

14．いない／ない 

 

３．あて名のお子さんの保護者の就労状況についてお伺いします。 
 
あて名のお子さんの母親の就労状況についてお伺いします。 

【父子家庭の方は問11へお進みください】 

問10 現在の母親の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお伺いします。あてはまる番号１つに○

をつけてください。 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない 

２．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、産休・育休・介

護休業中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、産休・育休・介

護休業中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、産休・育休・

介護休業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 
問10で「１．」～「４．」（就労している）を選ばれた方にお伺いします。 

問10－１ 週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。 

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。□内に数字でご

記入ください。 

１週当たり       日          １日当たり           時間 

 
同様に、問10で「１．」～「４．」（就労している）を選ばれた方にお伺いします。 

問10－２ 家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は、最も多いパター

ンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答

えください。時間は24時間制で、□内に数字でご記入ください。（例 家を出る時刻 08

時、帰宅時刻 19時） 

     ※自営業の場合は仕事の開始・終了時間をご記入ください。 

家を出る時刻             時    帰宅時刻             時 

  

問11へ 
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あて名のお子さんの父親の就労状況についてお伺いします。 

【母子家庭の方は問12へお進みください】 

 
問11 現在の父親の就労状況（自営業、家族従事者含む）をお伺いします。あてはまる番号１つに○

をつけてください。 

１．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しており、育休・介護休業中

ではない 

２．フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）で就労しているが、育休・介護休業

中である 

３．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しており、育休・介護休業

中ではない 

４．パート・アルバイト等（「フルタイム」以外の就労）で就労しているが、育休・介護休

業中である 

５．以前は就労していたが、現在は就労していない 

６．これまで就労したことがない 

 
問11で「１．」～「４．」（就労している）を選ばれた方にお伺いします。 

問11－１ 週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。就労日数や就労時間が一定でない場合は、最も多いパターンについてお答えください。 

育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答えください。□内に数字でご記

入ください。 

１週当たり       日          １日当たり           時間 

 
同様に、問11で「１．」～「４．」（就労している）を選ばれた方にお伺いします。 

問11－２ 家を出る時間と帰宅時間をお答えください。時間が一定でない場合は、最も多いパター

ンについてお答えください。育休・介護休業中の方は、休業に入る前の状況についてお答え

ください。時間は24時間制で、□内に数字でご記入ください。（例 家を出る時刻 08時、

帰宅時刻 19時） 

     ※自営業の場合は仕事の開始・終了時間をご記入ください。 

家を出る時刻             時    帰宅時刻             時 

 
  

問12へ 
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問12は、問10・11で「３．」または「４．」（パート・アルバイト等で就労している）

を選ばれた方にお伺いします。該当しない方は問13へお進みください。 
 

問12  フルタイムへの転換希望はありますか。あてはまる番号それぞれ１つに○をつけてください。 

 母親 父親 
フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）へ

の転換希望があり、実現できる見込みがある 
１ １ 

フルタイム（週５日程度・１日８時間程度の就労）へ

の転換希望はあるが、実現できる見込みはない 
２ ２ 

パート・アルバイト等を続けるが、就労時間は増やした

い 
３ ３ 

パート・アルバイト等を現在の就労時間で続けたい ４ ４ 

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念し

たい 
５ ５ 

該当しない ６ ６ 
    

 
問13 就労希望はありますか。あてはまる番号・記号それぞれ１つに○をつけ、該当する□内には 

数字をご記入ください。 

（１） 母親について 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1年より先、一番下の子どもが           歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

（フルタイム＜週５日程度・１日８時間程度の就労＞） 

４．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

（パートタイム、アルバイト等） 

        １週当たり       日、１日当たり           時間 

 
（１）で「３．」または「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

（１）－１ 就労希望がありながら、現在働いていない理由について、最も近い答えの番号１つに 

○をつけてください。 

１．定期的に子どもを預けられる保育事業が利用できない、または利用しにくいから 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がないから 

３．自分の知識、能力にあう仕事がないから 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていないから 

５．その他（                               ） 

 
  

問13は、問10・11で「５．」または「６．」（現在就労していない）を選ばれた方に 

お伺いします。該当しない方は問14へお進みください。 
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（２） 父親について 

１．子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない） 

２．1年より先、一番下の子どもが           歳になったころに就労したい 

３．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

（フルタイム＜週５日程度・１日８時間程度の就労＞） 

４．すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい 

（パートタイム、アルバイト等） 

        １週当たり       日、１日当たり           時間 

 
（２）で「３．」または「４．」を選ばれた方にお伺いします。 

（２）－１ 就労希望がありながら、現在働いていない理由について、最も近い答えの番号１つに 

○をつけてください。 

１．定期的に子どもを預けられる保育事業が利用できない、または利用しにくいから 

２．働きながら子育てできる適当な仕事がないから 

３．自分の知識、能力にあう仕事がないから 

４．家族の考え方（親族の理解が得られない）等就労する環境が整っていないから 

５．その他（                               ） 

 
 

４．あて名のお子さんの放課後や土日の過ごし方についてお伺いします。 

 
問14 平日の放課後の日常的なお子さんの過ごし方で、あてはまる番号すべてに○をつけ、それぞれ

週当たりの利用日数を枠内に数字でご記入ください。 

１．自宅 週       日くらい 

２．祖父母宅や友人・知人宅 週      日くらい 

３．習い事、学習塾 週      日くらい 

４．ひろば館・ふれあい館 週      日くらい 

５．図書館 週      日くらい 

６．公園・児童遊園 週    日くらい 

７．学童クラブ 週    日くらい 

８．にこにこすくーる  週      日くらい 

９．ファミリー・サポート・センター 週    日くらい 

10．その他（                    ） 週      日くらい 
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問15 土曜日と日曜日の日中のお子さんの過ごし方について、それぞれ主なものに○をつけてください。 

 土曜日 日曜日 

１．自宅   

２．祖父母宅や友人・知人宅   

３．習い事、学習塾   

４．ひろば館・ふれあい館   

５．図書館   

６．公園・児童遊園   

７．学童クラブ   

８．にこにこすくーる    

９．ファミリー・サポート・センター   

10．クラブ活動や地域活動（子ども会活動やスポーツ活動など）   

11．その他（                    ）   

 

 

５．あて名のお子さんの不定期の保育・教育事業や宿泊を伴う一時預かり

等の利用についてお伺いします。 
 
問16 あて名のお子さんについて、日中の定期的な保育や病気のため以外に、私用、保護者の通院、

不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業はありますか。あてはまる答えの番号すべて

に○をつけ、１年間のおおよその利用日数を枠内に数字でご記入ください。 

１．ファミリー・サポート・センター 日 

２．ショートステイ 日 

３．その他（                    ） 日 

４．利用していない  

 

問16で「４．利用していない」を選ばれた方にお伺いします。 

問16－１  現在利用していない理由は何ですか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

１．利用する必要がない 

２．近くで利用したい事業が実施されていない 

３．事業の質に不安がある 

４．事業の利用方法（手続き等）がわからない 

５．事業の利便性（立地や利用可能時間、日数など）がよくない 

６．利用料がかかる・高い 

７．利用料がわからない 

８．利用できるサービスを知らなかった 

９．自分が事業の対象者になるのかどうか、わからない 

10．日常接していない人に預けるのが不安 

11．その他（                              ） 
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問17 あて名のお子さんについて、私用や親の通院、就労（残業、休日出勤など）のため、不定期の

一時預かり事業を年間で何日くらい利用する必要があると思いますか。利用希望の有無について

あてはまる番号に○をつけ、必要なおおよその日数を□内に数字でご記入ください（半日程度に

ついても１日としてカウントしてください）。 

 なお、事業の利用にあたっては、一定の利用料がかかります。 

１．利用したい 計             日 

 
ア．私用（買物、子どもや親の習い事等）、リフレッシュ 日 

 
イ．冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院 日 

 
ウ．不定期の就労（残業、休日出勤等も含む） 日 

 
エ．その他（                     ） 日 

２．利用する必要はない 

 

問18  この１年間に、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族の病気など）により、あて名のお子さ

んを泊りがけで家族以外にみてもらわなければならないことはありましたか（預け先が見つから

なかった場合も含みます）。あった場合は、対応方法としてあてはまる番号すべてに○をつけ、そ

れぞれの日数も□内に数字でご記入ください。 

１．あった ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった 泊 

 
イ．ショートステイを利用した（一時的に施設等で子どもを短期 

養育する事業） 
泊 

 ウ．イ以外の保育事業（認可外保育施設、ベビーシッター等）を 

利用した 
泊 

 
エ．子どもを同行させた 泊 

 
オ．子どもだけで留守番をさせた  泊 

 
カ．その他（                               ） 泊 

２．なかった ⇒問19へ 

 
問18で「１．あった  ア．（同居者を含む）親族・知人にみてもらった」を選ばれた方にお伺いします。 

問18－１ その場合の困難度はどの程度でしたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．非常に困難 2．どちらかというと困難 3．特に困難ではない 
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６．すべての方に、生活実態についてお伺いします。 

 

問19 あて名のお子さんと生計を共にしている世帯全員の方の、おおよその年間収入（税込）はいく

らですか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

※収入には、勤労収入（パート、アルバイトを含む）、事業収入（自営業等）、農業収入、 

不動産収入、利子・配当金、個人年金、仕送りや元配偶者からの養育費、公的年金や児童手当

等の社会保障給付金を含みます。 

※複数の収入源がある場合（父親が勤労収入、母親に事業収入など）は、おおよその 

合算値（合計額）を教えてください。 

１．収入はない（０円） 

４．100～200万円未満 

７．400～500万円未満 

10．700～800万円未満 

13．わからない 

２．１～50万円未満 

５．200～300万円未満 

８．500～600万円未満 

11．800～900万円未満 

 

３．50～100万円未満 

６．300～400万円未満 

９．600～700万円未満 

12．900万円以上 

 

 

問20 光熱水費、家賃の滞納の経験 

（１）過去１年の間に、経済的な理由で、以下の①～⑤のサービス・料金について、支払えないことが

ありましたか。それぞれ、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 あった なかった 
該当しない 

（払う必要がない） 

① 電話料金 １ ２ ３ 

② 電気・ガス・水道料金 １ ２ ３ 

③ 家賃 １ ２ ３ 

④ 住宅ローン １ ２ ３ 

⑤ その他の債務 １ ２ ３ 

 
（２）あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする食料を買えないこ

とがありましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．よくあった   ２．ときどきあった   ３．まれにあった   ４．まったくなかった 

 
（３）あなたのご家庭では、過去１年の間に、お金が足りなくて、家族が必要とする衣類が買えないこ

とがありましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．よくあった   ２．ときどきあった   ３．まれにあった   ４．まったくなかった 
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問21 経済的な理由で習い事や塾に通えなかったり、本やおもちゃが買えなかったりした経験 

（１）あなたのご家庭では、あて名のお子さんに次のことをしていますか。①～⑦について、それぞれ、

あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

している 

していない 

方針でしない・ 

年齢的に必要ない 

経済的に 

できない 

① 毎月お小遣いを渡す １ ２ ３ 

② 毎年新しい洋服・靴を買う １ ２ ３ 

③ 習い事（音楽、スポーツ、習字等）に通わせる １ ２ ３ 

④ 学習塾に通わせる（または家庭教師に来てもらう） １ ２ ３ 

⑤ お誕生日のお祝いをする １ ２ ３ 

⑥ １年に１回くらい家族旅行に行く １ ２ ３ 

⑦ クリスマスのプレゼントや正月のお年玉をあげる １ ２ ３ 

 

（２）次のもののうち、経済的理由のためにあなたの世帯にないものはありますか。あてはまる番号 

すべてに○をつけてください。 

１．子どもの年齢に合った本 

３．子ども用のスポーツ用品・おもちゃ 

５．炊飯器 

７．暖房機器 

２．子どもが自宅で宿題をすることができる場所 

４．洗濯機 

６．掃除機 

８．冷房機器 

 
問22 過去１年間の外出（遊園地等）の経験 

 過去１年間において、あなたのご家庭では、あて名のお子さんと次のような体験をしましたか。 

それぞれ、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 

ある 

な  い 

金銭的な 

理由で 

時間の 

制約で 

その他の 

理由で 

① 海水浴に行く １ ２ ３ ４ 

② 博物館・科学館・美術館などに行く １ ２ ３ ４ 

③ キャンプやバーベキューに行く １ ２ ３ ４ 

④ スポーツ観戦や劇場に行く １ ２ ３ ４ 

⑤ 遊園地やテーマパークに行く １ ２ ３ ４ 
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問23 保護者の最終学歴 

 あて名のお子さんの母親・父親が、最後に通った学校（卒業した学校）は次のどちらにあたり

ますか。それぞれ、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

 母親 父親 

① 中学校 １ １ 

② 高等学校（全日制） ２ ２ 

③ 高等学校（定時制または通信制） ３ ３ 

④ 高等専修学校（中学校卒業後に進む１～４年間の専修学校） ４ ４ 

⑤ 高等専門学校（中学校卒業後に進む５年間の学校、高専） ５ ５ 

⑥ 短期大学 ６ ６ 

⑦ 専門学校（高校卒業後に進む１～４年間程度の専修学校専門課程） ７ ７ 

⑧ 大学 ８ ８ 

⑨ 大学院 ９ ９ 

⑩ その他 10 10 

⑪ わからない 11 11 

 
問24 子どもの希望最終学歴 

 あて名のお子さんに、どの段階までの教育を受けさせたいと考えていますか。あなたのお考えに

最も近いものに〇をつけてください。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１．中学まで 

４．大学またはそれ以上 

２．高校まで 

５．まだわからない 

３．短大・高専・専門学校まで 

 

問25 住まいの状況 

（１）現在お住まいの住居の形態は、次のどれが最もよくあてはまりますか。あてはまる番号１つに 

○をつけてください。 

１．持ち家（戸建） 

３．都営または区営の賃貸住宅 

５．民間の賃貸住宅（戸建） 

７．間借り・その他 

２．持ち家（集合住宅） 

４．都市再生機構（UR）・公社などの賃貸住宅 

６．民間の賃貸住宅（集合住宅） 

 

（２）間取りとおおよその広さをご回答下さい。それぞれ、あてはまる番号１つに○をつけてください。 

【間取り】 

１．ワンルーム 

４．３DK・３LDK 

【広さ】 

１．20㎡以下 

４．41～50㎡ 

７．71～80㎡ 

 

２．１DK・１LDK 

５．４DK・４LDK以上 

 

２．21～30㎡ 

５．51～60㎡ 

８．81㎡以上 

 

３．２DK・２LDK 

 

 

３．31～40㎡ 

６．61～70㎡ 
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７．子育て全般についてお伺いします。 

 
問26  荒川区における子育ての環境や支援への満足度について、あてはまる番号１つに○をつけてく

ださい。 

満足度が低い  満足度が高い 

    １   ２   ３   ４   ５ 

 
問27 最後に、教育保育環境の充実など、子育ての環境や支援に関してご意見・ご要望がございまし

たら、ご自由にお書きください。 

   

   

   

   

   

   

   

   

 

調査にご協力いただきまして、ありがとうございました。 

同封した返信用封筒に入れ、切手を貼らずにご投函ください。 



利用料

区立幼稚園　7,500円/月
区内私立幼稚園　23,500円～
26,000円／月

前年分所得税額等の
課税状況によって決定

園ごとに異なります

前年分所得税額等の
課税状況によって決定

施設ごとに異なります

0歳児 25,000円／月
1～2歳児 20,000円／月
（別途給食費、教材費がかかりま
す）

施設ごとに異なります

・720円／時間
（午前9時から午後5時）
・840円／時間
（午前7時から9時、午後5時から8
時）

4時間以内　　　2,000円
4～6時間以内　3,000円
6時間以上　　　4,000円

子育て交流サロン　500円／回
ゆいの森あらかわ　1,000円／回

1,500円／日

2,000円／日
（給食費、おやつ代300円／日）

0～1歳　3,000円／日
（0～1歳は宿泊のみ）
2歳～中学3年生まで　2,600円／日
（別途食費等がかかります）

6時間以内　　　2,000円／日
6時間以上　　　4,000円／日

4,000円／月
（おやつ代を除く）

保険料800円／年

認可保育所（保育園）
児童福祉法により認可された施設（保育園）で、保護者の仕事や病気
などでお子さんの保育ができないときに、保護者に代わって保育しま
す。

小規模保育事業
区が認可した保育施設であり、少人数（定員6～19人）を対象に、家
庭的保育に近い雰囲気のもと、きめ細かな保育を行います。

こども園
幼稚園と保育園の双方の良さを取り入れ、0歳から小学校入学前まで
の子どもに対し、一貫した教育及び保育を行います。荒川区には「区
立汐入こども園」と「ワタナベ学園」があります。

認可外保育施設 認可保育所以外の保育施設で、ベビーホテルなどがあります。

[参考資料]（教育・保育等事業一覧）

施設・事業 内容

教
育
・
保
育
事
業

幼稚園

教育施設であり、入園に際しての要件は特にありません（ただし、区
立は区民であることが要件です）。通常の就園時間は2時頃までです
が、私立幼稚園では、それ以降延長保育（預かり保育）を実施してい
ます。

一時保育
冠婚葬祭や地域・学校行事への出席のほか、育児疲れの解消のため
に、一時的に保育園等でお子さんをお預かりします。

認証保育所
児童福祉法による認可された施設ではありませんが、東京都が認証し
た施設で、小規模という利点を生かし、主に０歳から２歳児を対象に
きめ細かなニーズに対応した保育をしています。

保育ママ（家庭福祉員）
２歳児までを対象に家庭福祉員の自宅で、家庭的な雰囲気の中で保育
をします。

ファミリー・サポート・
センター

残業や冠婚葬祭、通院時などに一時的に子どもを預かります。会員制
による区民の一時預かりを中心とした相互援助組織です。

一時預かり
（子育て交流サロン・ゆ
いの森あらかわ）

理由を問わず、乳幼児を一時的に（2時間）預かります。
区内５カ所の子育て交流サロンで週1回実施しているほか、ゆいの森
あらかわでは、毎日実施しています（休館日を除く）。

緊急一時保育
保護者の入院や事故などで、緊急かつ一時的に就学前の子どもの世話
ができなくなった場合に、保育園などで保育します。

病児・病後児保育
病気中であったり、病気回復期にあって、保育園等に通園できない児
童等を、保育園や医療機関等の専用室で保育します。

ショートステイ
保護者の病気や育児疲れ、冠婚葬祭等の理由により、家庭で０歳から
義務教育終了前までの乳幼児または児童を養育することが一時的に困
難となった場合に、宿泊または日帰りでお子さんをお預かりします。

年末保育
保育園に通われているお子さんで希望する場合に、年末にお子さんを
お預かりする制度です。

学童クラブ

保護者の就労等により放課後帰宅しても適切な保護を受けられない小
学校１年生から３年生を中心とした児童を対象に、遊びと生活の場を
提供しています。一部の学童クラブで４年生から６年生の受け入れを
行っています。

放課後子ども教室
（にこにこすくーる）

実施校在校の小学校６年生まで利用でき、保護者の就業要件はありま
せん。区内小学校２４校全校で実施しています。



利用料

[参考資料]（教育・保育等事業一覧）

施設・事業 内容

ボランティアの派遣
1人につき500円／回

宿泊型　1日につき6,000円
日帰り型　１日につき4,000円

親子ふれあいひろば

http://www.city.arakawa.tokyo.jp/kosodate/index.html

母親学級、両親学級
妊娠している方を対象に、保健所で開講しています。心理士・保健
師・栄養士・歯科衛生士等の専門の職員が、妊娠・出産・育児につい
てお話します。

産後支援ボランティア
出産退院後の家庭に対する家事や育児の援助を行います。
現在、区では、ボランティア団体（３５（産後）サポネットin荒川）
の活動に補助しています。

産後ケア
家族等から十分な支援を受けられない産後4か月未満の母親と赤ちゃ
んを対象とし、医療機関への宿泊と日帰りにより、心身のケアや授
乳・沐浴指導、相談等を行います。

あらかわキッズコール２４

子育てハッピー講座
子育て世代を対象に、乳幼児の発達に応じ、保健師・栄養士・歯科衛
生士がそれぞれ育児のポイントについてのお話をするとともに、離乳
食を実際に試食し、固さ・味付け等を具体的に体験します。

子育て支援カウンセラー
ひろば館、ふれあい館などをカウンセラーが巡回し、子育てに関する
情報提供、ミニ講座の開催のほか、子育てに関する個別相談を行って
います。

保健所の保健師等による
相談

赤ちゃんの健康や発達、お母さんの育児の不安などについて、保健師
や助産師、栄養士、歯科衛生士、専門医が相談に応じます。

　　・あらかわ子育て応援サイト
　　（荒川区ホームページ）

ひろば館・ふれあい館では、子育て中の親子が気軽に立ち寄り集う場
所を提供しています。

子ども家庭支援センター

子育ての不安や悩みなどの相談、児童虐待の通告を受けて対応する総
合相談窓口です。子育て交流サロンや子育てサークル活動のための
サークル室を設けています。そのほか、ショートステイの申請受付、
親子ふれあい遊びや読み聞かせなどのカンガルー講座、母親のグルー
プミーティング「はーふタイム」等を実施しています。

児童事業・幼児タイ
ム

ひろば館及びふれあい館13館では、子どものための事業を行ってい
ます。子どもたちは自由に来館して遊ぶことができ、工作や集団ゲー
ム、季節ごとの行事を楽しめます。
また、乳幼児と保護者を対象に、集団遊び等を通じて交流を深める
「幼児タイム」を実施しています。

24時間365日年中無休の子育て専門電話相談です。妊娠中から６歳
までのお子さんの育児についてのご相談を、フリーダイヤルで受け付
けています。

ベビーステーション
（赤ちゃん・ふらっと）

保
育
以
外
の
サ
ー

ビ
ス
・
事
業

無料

家庭教育に関する
学級・講座

未就学児及び小・中学生の保護者を対象に、子育ての不安や悩みの解
消に向けた、さまざまなテーマの講座を開講しています。

教育センター教育相談室
落ち着きがない、友人との関係に悩んでいる、学校に行きたがらな
い、いじめにあっているなど、お子さんのことで悩んでいる方の相談
室。生涯学習センター内にあります。

子育て交流サロン
保育園や子ども家庭支援センター等に設置されている親子のふれあい
の場です。自由に遊ぶスペースがあるほか、各種イベントの実施や一
時預かり、子育て相談も行っています。

ひ
ろ
ば
館
・
ふ
れ
あ
い
館

オムツ換えや授乳のためのスペースが備えられ、乳幼児連れの方が外
出時に気軽に利用できる施設を区で認定したものです。

さらに詳しく知りたい方

http://www.city.arakawa.tokyo.jp/kosodate/index.html

